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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
造
る
人
も
い

故

人

を

身

近

に

:

・供

養

の

仕

方

変

化

る
。

少
子
化
な
ど
で
獲
の
継
承
が
嫌
に
置
い
た
人
も
い
る
。

刊
凶
年
一
前
か
ら
合
成
ダ
イ
ヤ
を
手

し
く
な
り
、
飲
人
の
冥
摘
を
祈
る

「ケ
l
ス
に
入
れ
、
身
辺
な
叫
刷
機
け
る
ア
ル
ゴ
ダ
ン
ザ
・
ヲ
ャ
パ

供
養
の
仕
方
が
変
化
し
て
き
た
。

所
に
績
く
人
が
多
い
」
と
省
在
光
ン
(
静
岡
市
}
に
よ
る
と
、
ス
イ

主
流
は
従
来
の
「

O
O家
之
官
邸
一
社
長
。
生
前
に
準
備
す
れ
ば
本
ス
本
社
工
錫
の
製
作
数
は
昨
年
ま

(
家
怒
)』

に
お
診
り
す
る
先
個
個
人
の
全
身
を
3
Dス
キ
ャ
ナ
ー
で

で

の

ω年
間
で
約
5
干
倒
。
日
本

供
養
だ
が
、
故
人
を
身
近
で
し
の
綴
彫
で
き
、
貸
用
を
卸
え
ら
れ
か
ら
の
注
文
が
4
分
の

le占
め

ぶ
た
め
の
納
骨
用
品
や
遺
影
が
多
る
。
終
活
が
定
調
帽
し
、
遺
影
綴
影
る
。
法
月
雅
禽
社
長
は

「当
初
は

械
化
。
遺
影
か
ら
リ
ア
ル
な
人
形
会
が
人
気
を
集
め
る
中
、
注
目
さ
子
供
や
若
い
配
偶
者
を
亡
く
し
た

(
フ
ィ
ギ
ュ
ア
}
務
作
る
サ
|
ピ
れ
そ
う
だ
。

人
ら
が
多
か
っ
た
が
、
官
揺
を
作
る

ス
も
登
場
し
た
。

惑
の
代
わ
り
に
遺
骨
を
自
宅
な
代
わ
り
に
ダ
イ
ヤ
に
す
る
人
が
増

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
会
社
、
ロ
ど
民
描
い
て
供
獲
す
る
た
め
の
ミ
え
て
い
る
」
と
話
す
。

イ
ス
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

〈大
ニ
骨
績
も
、
ガ
ラ
ス
や
金
属
製
な

N
P
O手
一
%
供
養
協
会

〈京
都

阪
市
)
は
今
替
、
遺
影
1
枚
か
ら
ど
デ
ザ
イ
ン
の
臓
が
広
が
っ
た
。

市
)
の
山
崎
綴
ニ
会
長
は
「
脱

起
こ
し
た
デ
l

t

'

家
、
脱
寺
の
流

zgに
3
D

納

骨

用

品

や

遺

影

多

様

化

れ

gで
、
故

プ

リ

ン

タ

ー

で

人

を

し

の

忍

場

遁
フ
ィ
ギ
ュ

「

遺

フ

ィ

ギ

ュ

ア

」

も

登

場

選

や

績

か

ア
u
を

製

作

す

、

J

ら
遺
影
と
ミ
ニ

る
サ
ー
ビ
ス
多
泊
め
た
。
価
絡
は
少
子
化
や
核
家
族
化
、
都
市
へ
の
傍
鐙
か
納
骨
用
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
を

高
さ
仰
向ン
だ
と
総
別

ω方
向
。
す
人
口
集
中
に
伴
い
、
持
送
の
形
態
恒
く
コ
ー
ナ
l
に
変
わ
っ
て
き

で
に
印
体
以
上
を
製
作
し
た
。
注
が
複
数
の
遺
骨
安
燈
葬
す
る
樹
木
た
。
手
を
合
わ
せ
る
対
象
が
現
代

文
者
は
子
供
を
亡
く
し
た
殺
や
若
務
や
散
骨
な
ど
に
鉱
大
1

こ
の
た

m
u居
住
空
間
に
応
じ
て
フ
7
7
シ

く
し
て
配
偶
者
に
先
立
た
れ
た
人
め
、
遺
骨
の
一
部
を
手
元
に
残
し
ョ
ン
化
し
て
も
、
故
人
を
し
の
ぶ

が
多
い
が
、
亡
く
な
っ
た
組
父
の
た
い
需
南
京
が
あ
る
と
み
ら
れ
、
遺
心
は
変
わ
ら
な
い
」
と
指
摘
し
て

代
わ
り
に
自
分
の
結
婚
式
の
式
場
骨
か
ら
取
り
出
し
た
成
分
で
合
成
い
る
。
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